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Quartz Mediaの買収対価の確定に伴う新株予約権の一部消滅、及び、特別利益計上のお知らせ 

 

 

 平成 30年７月２日に公表した米国 Quartz Media, Inc.(以下「Quartz社」という。)の買収（以下「本件買

収」という。）に係る取得対価（以下、「買収対価」という。）が以下の通り確定いたしました。 

 買収対価の確定に伴い、買収時に、売却主である Atlantic Media, Inc.（以下「Atlantic Media社」とい

う。）に買収対価の一部として付与した新株予約権の一部が消滅、それに伴い、新株予約権戻入益として特別

利益を計上することなったため、お知らせいたします。 

 

1. 買収対価：総額 86百万ドル（約 94億円、注１）。内訳は以下の通り。 

 

（１）買収時に支払った取得対価：計 75百万ドル（約 82.5億円） 

 － 現金：金 50百万ドル（約 55億円） 

 － 当社普通株式：25百万ドル（約 27億円）相当 

 

（２）Quartz社の業績の達成割合に応じてこの度支払われる条件付対価（以下、「アーンアウト対価」

という。） 

 － 新株予約権行使により発行する当社普通株式：11百万ドル（約 11億円、注２）相当 

 

注 1 米ドル・日本円の為替レートを便宜上１米ドル＝110円で換算しています。以下、同様です。 

注 2 Atlantic Media社に対して買収時に発行した普通株式 831,295株は買収完了日である 2018年７

月 31日時点の終値で、アーンアウト対価として付与した新株予約権の内、行使されることとなっ

た普通株式 403,103株は 2019年３月 20日時点の終値で換算しております。 

 

2. 特別利益の発生の理由 

本件買収において、売却主である Atlantic Media社に買収対価の一部として、当社の第 18回新株

予約権を付与致しました。当該新株予約権はアーンアウト対価として付与されたもので、Quartz社の

平成 30年度における業績達成割合に応じて行使可能数が決定する内容となっております。平成 30年

度の Quartz社の決算が確定したことに伴い、第 18回新株予約権の行使可能数が確定し、当該内容に

ついて買収時に締結した契約に基づき、Atlantic Media社と本日合意致しました。当該合意に基づ

き、前連結会計年度末において当社連結貸借対照表及び貸借対照表に計上されておりました新株予約

権の内、Atlantic Media社により行使されなくなった新株予約権を、新株予約権戻入益として特別利
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益計上することとなりました。買収公表時、新株予約権の目的となる当社普通株式を最大 862,736株

と想定しておりましたが、今回の新株予約権 459,633株の消滅により、Atlantic Media社にアーンア

ウト対価として発行される当社普通株式は 403,103株となり、希薄化は当初想定を 53.3%下回る結果と

なります。 

 

3. 特別利益の内容 

（１）金額：    新株予約権戻入益  約３億円（連結・個別） 

（２）発生予定日： 平成 30年３月 

 

4. 損益に与える影響 

上記の特別利益は、平成 31年２月 13日に公表した平成 31年 12月期通期連結業績予想において、

概算額を織り込み済みであり、業績予想の変更はございません。 

 

以 上 


